









































なかで大書されうる何か、である。加えて、 ºa spectral Appearance”は、
Appearance と Reality というプラトン的な二項定立を想起させ、同じく
大文字で表記される the real Me が、Appearance の対立項であることを
示唆する。

















































































































































































と「新生」（the new birth）の語を用いて強調する：ºIt was as if a 
new birth, with stronger assimilations than the first, had converted 














































告げているように思われた」（A clump of scrubby trees … did not so 
much conceal the cottage from view, as seem to denote that here 









































について、ホーソーンは簡潔に説明する：“Vanity mortifies itself by 
putting on, for the ceremonials of pomp and state, what have been 
－ 32－




































動を通して、Adulteress の A は、Able の A、Angel の A へと換喩的意
味を横滑りさせる。緋文字は、「慈善修道女」(a Sister of Mercy)として
のヘスタの身分証明として、貧困に苦しむ階層、疫病の蔓延する区域、災
難に見舞われた家々に自由に立ち入る権利をヘスタに授ける。サクヴァン・
バーコヴィッチのいう「ヘスタ・プリンの社会化」（the socialization of 
Hester Pryne）(The Office 38)を担う徴として、緋文字は恙なくその役
割を果たしているかに見える。
　他方、章の後段では、緋文字は、章のタイトルでもある「ヘスタのもう
ひとつの見方」（ºAnother View of Hester”）、端的には「女預言者」（a 
prophetess）（165）としてのヘスタの姿を浮かび上がらせる。緋文字は






（a latitude of speculation）をヘスタに授け、「他の女たちがあえて立ち
入ることをしない領域に立ち入るためのパスポート」（the passport into 
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